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速度や重⼒により時間の進み⽅は異なる 新聞社間では同じ時間を共有 
 
「スカイツリー展望台、10 億分の 4 秒速く 東⼤など観測（共同通信、４⽉７⽇）」という
ニュースが出て、もう 2 か⽉がたった。このニュースを下で全⽂引⽤させていただいてい
るが、この中に「産業技術総合研究所の安⽥正美研究グループ⻑は「世界初の成果。（⾹取
⽒は）ノーベル賞に近づいた」と評価する。」と記されているくらいインパクトのある出来
事のようだ。宇宙でいうと超新星爆発に匹敵するくらいの驚きを持って研究者間で受け⽌
められた、と考えてもよいのでは。 
 
この超新星爆発から約２カ⽉。奇しくも⽇本の A 地点と B 地点にある新聞社でこの超新星
爆発の同時観測に成功したようである。その観測結果を、⽇本経済新聞は「春秋」に、神⼾
新聞は「正平調」に掲載した。 
 
なぜ今、この偶然の同時観測が起こったのかは不明であるが、両新聞社が同時に同じ内容の
記事を、新聞の顔と⾔える第⼀⾯に掲載したことは興味深い。 
 
 
 

 
 
 



 
 
 
スカイツリー展望台、10 億分の 4 秒速く 東⼤など観測  共同通信 2020/4/7  
 
⾼さ 450 メートルの東京スカイツリー展望台の時間は地上よりも 1 ⽇に 10 億分の 4 秒（4
ナノ秒）速く進んでいることを、超精密時計「光格⼦時計」の観測で確かめたとする論⽂を、
⾹取秀俊東京⼤教授（量⼦エレクトロニクス）らが 6 ⽇付ネイチャーフォトニクス電⼦版
で発表した。 
 
重⼒が⼤きいと時間の進み⽅はゆっくりになるという、アインシュタインの⼀般相対性理
論を実証する内容。センチ単位の⾼さの変化を測って、地震や噴⽕に伴う地⾯のわずかな動
きを監視する応⽤が期待されている。⾹取⽒は今回の成功を受けて「実⽤化にめどが⽴った」
と述べた。 
 
産業技術総合研究所の安⽥正美研究グループ⻑は「世界初の成果。（⾹取⽒は）ノーベル賞
に近づいた」と評価する。 
 
⽤いた光格⼦時計の誤差は 160 億年に 1 秒で、従来の精密時計を⼈⼯衛星やロケットに搭
載する実験なら約 1 万キロの⾼低差が必要となる。 
 
⾹取⽒ら東京⼤、理化学研究所、国⼟地理院などの研究チームは、⼤型だった光格⼦時計な
どの装置を持ち運びできるサイズに改造。2018 年 10 ⽉、スカイツリーの展望台（標⾼ 456.3
メートル）と地上（同 3.6 メートル）に光格⼦時計を 1 台ずつ設置して実験を始めた。 
 



展望台の時計では 1 週間平均で 1 ⽇当たり 4 ナノ秒速く進んでおり、ごくわずかな重⼒の
違いによる影響を確かめた。 
 
現在の基準となっているのはセシウム原⼦の振動を計測する時計で、誤差は 5 千万年に 1
秒。光格⼦時計は、レーザー光を交差させた格⼦状空間に閉じ込めた多数のストロンチウム
原⼦の振動を計測する⽅式。 
 
〔共同〕 
 
 


